
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

甲府市女性活躍推進事業【山梨県甲府市】

目的・目標

事業の特徴

職時等における県外への転出や未婚化・晩婚化の進展、仕事をしながら安心して子育て・生活がで
きるための家庭における家族の協力（男性の育児等の参加促進）、健康の保持などに対する支援や
相談対応の必要性等が見受けられる。そのため、多様な生き方・働き方が可能となるよう、キャリア形
成や婚活の支援、相談体制の整備等、その希望実現に向けた機会の創出が必要である。

また、本市は、中小・零細企業が多いこともあり、企業における雇用改善に向けたノウハウや情報の
不足、育児・介護休暇等が取得しにくい職場環境等が見受けられるため、効果的な情報伝達やトップ
等の意識改革等による、企業における女性が働きやすい体制の整備が必要である。また、女性自身
のキャリアップや起業を希望する方の成功に向けた支援も必要であると考える。

これまで、「第３次こうふ男女共同参画プラン」に基づいた市民、行政の取組を推進する中、事業を
展開してきた。

女性活躍推進法を踏まえた「第３次こうふ男女共同参画プラン」を平成29年度から推進しているが、

市民への啓発や意識の向上を図る取組については、印刷物の配布や街頭啓発を主としているため、
限られた市民への周知となっており、インターネット（スマートフォン）を利用している若い世代には、対
応できていない状況である。

また、女性の総合相談については、電話相談等を専門嘱託職員が行っているが、利用者にも限界
があり、電話で相談できない者のためにも、メールやインターネットによる相談にも対応する必要があ
る。これらの状況を踏まえる中で、女性活躍の観点から、女性活躍に関する情報を集約し、より効果
的に閲覧・検索ができる、女性のための特設サイトを構築し、女性の活躍を総合的に支援していく。目
標値であるアクセス数等については、達成に向け、周知ﾁﾗｼの配付や広報誌、関係団体の協力のも
と、広く周知していく。

女性活躍の観点から、結婚・妊娠・出産・子育て・仕事やワーク・ライフ・バランス
等の情報発信など、女性活躍に関する情報を集約するとともに、女性の総合相
談に対応する問合せフォーム等を設けた女性のための特設サイトとし、女性の活
躍を総合的に支援する。

特に、庁内関係部署、女性活躍関係団体等との情報の共有や連携を強化する
中で、相互ﾘﾝｸ及びＳＮＳ等により、定期的かつスピーディーな情報発信を行い、
充実した女性の情報ツールとする。

• 山梨県や商工会議所等（商工会議所だより）、女性活躍関係団体等にサイト
利用の広報を依頼し、利用者の拡大を図る。

• 甲府市男女共同参画推進委員会の活動報告や主催事業の告知、商工会議
所等が開催する女性活躍に関する事業等をSNSや相互ﾘﾝｸにより情報連携を
図る。

• 子育て、育児等を担当する福祉部、就労を担当する産業部等の庁内関係部
署と連携を強化する中、女性活躍に係る最新情報を発信していく。

• 市ホームページを担当するシティプロモーション課と連携し、新着情報の更新
を市オフィシャルSNSで投稿できるような仕組みを構築する。

平成31年4月1日の公開に向け、チラシや広報誌などを配付し周知していく。婚

活イベント等の結婚支援、妊娠・出産・子育て等の各種行政ｻｰﾋﾞｽ、女性活躍
優良事業者の紹介、就業支援、関係団体相互ﾘﾝｸ、またSNS、女性相談の問合

せフォームの設置など、女性のライフプランや就業などを総合的に支援すること
により、女性活躍の意識の向上が図られる。

目標指標となるアクセス数やＳＮＳ登録者数を達成するため、サイト公開に向
けてチラシを作成し、市内事業所、保育施設、福祉施設等へ設置を依頼してい
るとともに、広報誌、市ホームページ、自治体との相互ﾘﾝｸをする中で周知をし
ていく。

女性活躍の流れを加速させていくため、女性活躍の情報の「見える化」を徹底
するとともに、女性の取り組みを支援するため、女性の活躍に関する情報の充
実を図っていく。



事業の概要

①女性のライフスタイルに合わせ、結婚・妊娠・出産・子育て・
仕事やワーク・ライフ・バランス等の情報発信など、女性活躍
に関する情報を集約

第３次こうふ男女共同参画プラン「基本計画Ⅳ 女性の職業
生活における活躍の推進に関する施策についての計画」の推
進

②女性総合相談の問い合わせフォームの設置

時間内に電話相談できない方（学生など）、インターネットによ
り気軽に相談できる体制作り

③女性活躍に関するSNS等の設置及び日本女性会議甲府大
会に向けた情報の発信

女性活躍に関する情報発信ﾂｰﾙの拡充及び女性活躍の機運
の醸成

甲府市女性の職業生活における活躍の推進に関する
施策についての計画の推進と情報の一元化
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